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人
生
の
最
期
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
住
民
の
健
康
・
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
や
ケ
ア
の
体
制
づ
く
り

が
不
可
欠
だ
。
１１
月
２２
日
、「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
社
会
科
学
」
を
テ
ー

マ
に
開
い
た
２
０
２
４
年
度
第
１
回
の
一
橋
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
地

域
医
療
や
在
宅
医
療
の
専
門
家
が
医
療
現
場
の
現
状
を
報
告
。
行
政
の
担
当
者

や
社
会
保
障
の
専
門
家
な
ど
を
交
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
予
防
・
健
康
活
動
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
を
多
角
的
に
分
析
し
た
。 分
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主催：一橋大学社会科学高等研究院  医療政策・経済研究センター（HIAS Health）
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療療療療療療療療療療療療

日
本
の
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
と
地
域
医
療

日
本
の
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
と
地
域
医
療

第
３
部
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
ま
ず
行
政
、
財
政
、
社
会

保
障
の
専
門
家
が
第
１
・
２
部
の

講
演
を
受
け
て
考
え
を
述
べ
た
。

厚
生
労
働
省
の
林
修
一
郎
課
長

は
、
今
後
の
医
療
に
お
い
て
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
促
す
診
療

報
酬
の
見
直
し
や
、
質
を
評
価
す

る
指
標
の
策
定
、
関
連
人
材
の
育

成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
が
重
要
に
な
る
と
説
明
。

「
日
本
の
保
険
・
医
療
制
度
を
持
続

可
能
な
形
で
次
世
代
に
つ
な
げ
た

い
」
と
語
っ
た
。

財
政
の
専
門
家
で
あ
る
一
橋
大

学
の
佐
藤
主
光
教
授
は
、
情
報
公

開
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。「
情
報

が
な
け
れ
ば
予
算
配
分
が
で
き
ず
、

国
民
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ

と
も
困
難
に
な
る
」
た
め
だ
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
社
会
保
険
料
を
租
税
化

す
る
動
き
も
あ
る
と
い
う
。

　
社
会
保
障
を
研
究
す
る
一
橋
大

学
の
山
重
慎
二
教
授
は
、「
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
は
地
域
間
格
差
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
誰
１
人
取
り
残
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
主
張
し
た
。
ケ
ア
の
現
場
で
は

自
治
体
の
役
割
も
大
き
い
。
自
治

体
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
介
護
・
医
療
事
業
者
を
つ
な
ぎ
、

よ
り
良
い
ケ
ア
を
実
現
し
て
い
る

例
も
あ
る
と
い
う
。

　
続
い
て
第
１
・
２
部
の
講
師
が

加
わ
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
っ

た
。
過
疎
地
に
対
す
る
遠
隔
診
療

に
つ
い
て
診
療
報
酬
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
と
の
問
い
に
対
し
、
小

塩
氏
は
遠
隔
地
で
も
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
の
拡
充

に
は
、
診
療
報
酬
で
高
い
点
数
を

付
け
て
い
る
と
説
明
し
た
。
し
か

し
、
医
師
が
偏
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
診
療
報
酬
だ
け
で
は
課
題

の
解
決
に
不
十
分
だ
と
し
た
。「
過

疎
地
の
医
療
体
制
を
壊
す
こ
と
な

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
有
機
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
」

（
林
氏
）と
い
っ
た
指
摘
も
出
た
。

　
情
報
提
供
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
問
い
に
は
、
医
療
機
関
の
グ
ル
ー

プ
内
で
自
ら
の
質
を
評
価
し
た
り
、

自
治
体
単
位
で
情
報
を
公
開
し
た

り
と
い
っ
た
方
法
が
考
え
ら
れ
る

と
井
伊
氏
は
解
説
し
た
。

　
質
を
評
価
す
る
際
に
は
評
価
軸

が
問
題
に
な
る
。
国
民
が
医
療
サ
ー

ビ
ス
に
何
を
求
め
て
い
る
か
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
る
の
か

を
可
視
化
し
て
評
価
軸
を
考
え
る

べ
き
と
佐
々
木
氏
。
日
本
の
医
療

は
全
国
一
律
の
法
律
で
規
制
さ
れ

て
い
る
が
、
自
治
体
の
状
況
に
応

じ
て
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

　
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ

の
公
的
資
金
の
投
入
に
つ
い
て
、

ハ
ン
ソ
ン
氏
は
税
あ
る
い
は
社
会

保
険
料
を
増
や
す
と
共
に
、
支
払

い
機
能
を
活
用
し
、
よ
り
良
い
資

金
投
入
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
し
た
。「
成
果
に
基
づ
い
て
資

源
を
配
分
す
る
こ
と
が
原
則
」（
佐

藤
氏
）、「
よ
り
効
率
的
な
資
源
の
投

入
が
重
要
に
な
る
」（
山
重
氏
）
と

い
っ
た
意
見
も
出
た
。
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“安心”守る体制つくる“安心”守る体制つくる“安心”守る体制つくる
地域コミュニティで健康に暮らすための制度と実践地域コミュニティで健康に暮らすための制度と実践地域コミュニティで健康に暮らすための制度と実践

プライマリ・ヘルスケアと社会科学プライマリ・ヘルスケアと社会科学プライマリ・ヘルスケアと社会科学

日
本
を
含
む
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋

地
域
事
務
局
（
Ｗ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）
地
域
で

は
、
必
要
な
時
に
質
の
高
い
ヘ
ル

ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
な
る
一
方
で
、
患
者
の
費

用
負
担
は
重
く
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ

の
政
府
支
出
が
増
え
る
ほ
ど
、
ア

す
る
こ
と
、
明
確
な
シ
グ
ナ
ル
を

出
し
て
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

な
の
か
提
供
者
に
示
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
、
公
平
性
、
効
率
性
を
高

め
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
を
も
た
ら
す
に

は
政
治
的
な
力
が
必
要
だ
ろ
う
。

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
公

的
資
金
を
中
核
と
す
べ
き
だ
。
登

録
患
者
数
に
応
じ
た
支
払
い
方
式

を
導
入
し
、
公
平
な
資
源
の
分
配

と
、
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

ク
セ
ス
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲

は
広
が
る
傾
向
に
あ
る
。
最
前
線

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
支
援
す
る

こ
と
が
最
も
効
率
的
で
あ
り
、
よ

り
公
平
な
ケ
ア
を
実
現
す
る
鍵
だ
。

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
通

じ
て
健
康
に
関
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

多
く
の
目
標
が
達
成
さ
れ
、
公
衆

衛
生
や
予
防
的
な
医
療
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
整
備
さ
れ
る
。

　
医
学
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト
が
設
置
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
委
員
会
は
、

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
政

府
が
公
的
資
金
を
投
入
し
て
最
前

線
ま
で
リ
ソ
ー
ス
が
届
く
よ
う
に

ロンドン大学衛生熱帯医学大学院公衆衛生政策学部 教授、
国際医療経済学会 会長 カラ・ハンソン氏

プライマリ・ヘルスケアへの
公的資金の投入が鍵

　
一
橋
大
学
は
２
０
２
５
年
に
創

立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ

ま
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
各

界
の
指
導
的
担
い
手
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
社
会
科
学
・
人
文
科

学
の
諸
分
野
に
お
い
て
最
高
水
準

の
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。

　
今
後
も
研
究
・
教
育
の
徹
底
し

た
国
際
化
、
社
会
課
題
の
解
決
に

資
す
る
文
理
融
合
・
学
際
研
究
の

推
進
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
創

出
に
注
力
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
社

会
を
変
え
て
い
き
た
い
。

　
悠
翔
会
は
在
宅
医
療
に
ほ
ぼ
専

業
特
化
し
た
医
療
機
関
グ
ル
ー
プ

だ
。
約
９
０
０
０
人
の
在
宅
患
者

に
２４
時
間
の
在
宅
療
養
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
に
と
っ
て
、
入
院
は
要

介
護
度
を
悪
化
さ
せ
る
な
ど
リ
ス

ク
に
な
り
得
る
。
在
宅
医
療
の
役

割
は
日
ご
ろ
か
ら
予
防
的
に
介
入

し
、
な
る
べ
く
急
変
し
な
い
よ
う

に
、
入
院
し
て
も
早
期
退
院
し
て

自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
支
援
し
、

自
宅
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
だ
。
定
期
的
に
患
者

宅
を
訪
問
し
て
継
続
的
・
計
画
的

に
健
康
管
理
を
実
施
す
る
。

　
加
齢
に
よ
り
身
体
機
能
が
低
下

す
る
と
、
体
を
治
す
医
療
へ
の
依

存
度
は
下
が
り
、
ケ
ア
へ
の
依
存

度
が
高
ま
っ
て
い
く
。
在
宅
ケ
ア

の
主
役
は
看
護
師
や
ヘ
ル
パ
ー
だ
。

２４
時
間
の
訪
問
看
護
が
で
き
れ
ば

回
避
で
き
る
緊
急
入
院
は
多
い
。

地
域
に
訪
問
看
護
師
が
い
る
と
看

取
り
率
も
高
ま
る
。

　
在
宅
高
齢
者
の
大
き
な
課
題
は

低
栄
養
だ
。
栄
養
状
態
に
よ
り
入

院
後
の
生
存
期
間
も
大
き
く
変
わ

る
。
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
訪
問
歯
科
診
療
も
求
め
ら
れ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
そ

の
人
の
「
生
き
る
」
を
ど
う
支
え
て

い
く
か
が
重
要
だ
。

在宅医療・ケア
「生きる」支える

　
日
本
の
地
域
医
療
の
問
題
点
と

し
て
、
軽
症
・
中
等
症
の
高
齢
救

急
搬
送
患
者
が
増
加
し
、
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
体
制
が
充
実
し
て
い
な

い
一
般
病
院
へ
の
入
院
で
要
介
護

度
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
そ
こ
で「
地
域
包
括
医
療
病

棟
」が
新
設
さ
れ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
や

栄
養
の
改
善
に
力
を
入
れ
る
。
地

域
医
療
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も

た
ら
す
か
検
証
が
必
要
だ
。

　
最
近
は
介
護
・
医
療
施
設
間
の

連
携
を
強
化
し
、
介
護
保
険
施
設

入
所
者
の
病
状
が
急
変
し
た
際
に

適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り

も
進
ん
で
い
る
。

　
地
域
医
療
に
お
け
る
在
宅
医
療

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
診
療
報

酬
は
拡
充
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）に
よ
る
連
携
を
評
価
す

る
「
在
宅
医
療
情
報
連
携
加
算
」
も

新
設
。
生
活
習
慣
病
の
患
者
な
ど

に
指
導
や
診
療
を
行
う
「
か
か
り
つ

け
医
機
能
」
を
評
価
す
る
仕
組
み
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　
改
正
医
療
法
の
施
行
で
、
医
療

機
関
は
自
院
が
か
か
り
つ
け
医
機

能
を
有
し
て
い
る
か
、
都
道
府
県

に
毎
年
度
、
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
都
道
府
県
は
そ
の
情
報
を
公

表
し
、
住
民
の
医
療
機
関
選
択
を

支
援
す
る
。
健
康
行
動
に
プ
ラ
ス

に
働
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

実態に応じた
制度改革進む

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
多

く
の
国
が
陥
り
が
ち
な
医
療
制
度

の
特
徴
と
し
て
、
病
院
中
心
主
義
、

縦
割
り
で
細
分
化
、
商
業
主
義
に

な
り
が
ち
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
に
も
当
て
は
ま
り
、
特
に
日

本
で
は
医
療
の
費
用
や
質
に
関
す

る
情
報
も
得
に
く
い
。

主
要
国
で
は
独
立
し
た
第
三
者

機
関
が
医
療
機
関
を
評
価
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

例
え
ば
英
国
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ（
国
民

保
健
サ
ー
ビ
ス
）の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
医
療
情
報
を
入
手
で
き
る
。
症
状

や
原
因
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
、
受

診
の
目
安
、
薬
剤
師
へ
の
相
談
方
法

な
ど
人
々
が
知
り
た
い
で
あ
ろ
う
情

報
を
き
め
細
か
く
発
信
し
て
い
る
。

日
本
に
は
医
療
情
報
サ
イ
ト
「
ｅ

-

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
」
が
あ
る
。
一
般
の

利
用
者
が
求
め
る
情
報
を
分
か
り

や
す
く
発
信
で
き
て
い
る
か
見
直

し
が
必
要
だ
ろ
う
。
厚
生
労
働
省

は
２
０
２
５
年
４
月
か
ら
全
国
の

医
療
機
関
を
検
索
で
き
る
「
医
療
情

報
ネ
ッ
ト（
ナ
ビ
イ
）」
を
整
備
す
る

と
し
て
い
る
。

　
地
域
住
民
が
医
療
機
関
を
選
ぶ

た
め
に
は
、
信
頼
で
き
て
分
か
り

や
す
い
情
報
提
供
の
仕
組
み
が
必

要
だ
。
そ
れ
に
よ
り
セ
ル
フ
ケ
ア

が
促
進
さ
れ
、
医
療
機
関
の
負
担

も
減
ら
せ
る
。

信頼できる情報
提供体制に課題

佐
々
木
淳
氏

医
療
法
人
社
団
悠
翔
会
理
事
長

小
塩
隆
士
氏

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
特
任
教
授
、

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
会
長

（
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
研
究
員
）

井
伊
雅
子
氏

一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
／

国
際
・
公
共
政
策
大
学
院
教
授

（
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
研
究
員
）

第
2
部

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

グググ
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ロ
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ロ
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ロ
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イ
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ラ
イ
ラ
イ
ラ
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イ
マ
リ
マ
リ
マ
リ
マ
リ
マ
リ
ママ
リ
マ
リ
マ
リ
ママ
リ
・
ヘ
・
ヘ
・
ヘ
・
ヘ
・
ヘ
・
ヘ
・
ヘ
・
ヘ
・
ヘヘ
ル
ス
ル
ス
ル
ス
ル
ス
ル
ス
ル
ス
ル
ス
ル
ス
ル
ス
ル
ス
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
ケ
ア
ケ
アアアアア

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

中
野
聡
氏

一
橋
大
学
学
長

シンポジウムについて

　
社
会
が
変
化
す
る
中
、
人
々
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
・
安
全

に
暮
ら
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
か
考
え
た
い
。

　
第
１
部
で
は
日
本
の
ヘ
ル
ス
シ

ス
テ
ム
と
地
域
医
療
に
つ
い
て
、

第
２
部
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス

に
お
け
る
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
に
つ
い
て
専
門
家
の
報
告
を

聞
く
。
第
３
部
で
は
行
政
、
財
政
、

社
会
保
障
の
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
知
見
を
深
め
た
い
。

本田 文子氏

一橋大学社会科学高等研究院／
大学院経済学研究科 教授

（HIAS Health センター長）

多角的視点で知見深める

挨
拶
挨
拶
挨
拶

将来へ持続可能な制度つなぐ

予
防
医
学
の
研
究
も
推
進

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
健
康
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
制
度
を
い
か
に

構
築
す
る
か
は
、
日
本
社
会
に
と
っ

て
喫
緊
の
課
題
と
い
え
る
。

Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
で
は

予
防
医
学
の
研
究
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
栄
養
状
態
の
重
要
性
に
つ
い
て

言
及
が
あ
っ
た
。
各
位
と
も
日
ご

ろ
か
ら
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
と
て
も
実
際

的
で
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。
地大月 康弘氏

一橋大学 理事・副学長／
社会科学高等研究院 院長

林 修一郎氏

厚生労働省保険局医療課
課長

佐藤 主光氏

一橋大学大学院
経済学研究科長・教授
（HIAS Health 研究員）

山重 慎二氏

一橋大学大学院経済学研究科／
国際・公共政策大学院 教授
（HIAS Health 研究員）

閉会挨拶閉会挨拶閉会挨拶

ひとつひとつ、
社会を変える
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